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題目  

支援技術を用いた知的障害当事者による時間管理支援マニュアル作成 

 
概要  

	 知的障害のある人の中には，「好きなことが止められない」「授業が終わるまでじっとして

いられない」など時間の中での行動の調整が難しい者が多くいる．一方で時間の感覚をもち

にくいにもかかわらず，タイマーやスケジューラーといったタイムエイドをうまく使って，

自身の行動を調整できている者もいる．このようにうまくタイムエイドを活用できるように

なるにはノウハウが必要であるが，これには周囲の支援者の知識や試行錯誤によるものが多

く，タイムエイドを使いこなすための明確なマニュアルは存在しない．本研究では，タイム

エイドを活用している知的障害当事者およびその支援者に対して，利用現場の観察および支

援者への聞き取り調査によって，実際にタイムエイドを導入する際の注意点や背景の考え方

などについて，マニュアルを作成することを試みた．結果，タイムエイドの導入には１）タ

イムエイド利用者の時間感覚のアセスメント，２）利用者の特性とタイムエイド特性のマッ

チング，３）実際導入時のよくある失敗事例とその対策，が重要であることが明らかになっ

た．調査の結果を踏まえ，マニュアルでは，１）タイムエイドニーズアセスメント用チェッ

クリスト，２）タイムエイドニーズと市販のタイムエイドの特性とのマッチング表，３）タ

イムエイド導入失敗事例集とそれを踏まえた導入のポイント集，を構成し，タイムエイド活

用の促進と，知的障害当事者が自らタイムエイドを活用するための方法について検討した． 

 
背景および目的  
	 特別支援教育において，時間感覚を得ることが困難な生徒に対してタイムエイドが用いら

れる機会は多い．しかしながら，タイムエイドの導入に関するガイドラインやノウハウを共

有するための文献などはほとんど無い（e.g. 坂井, 2002; 坂井・宮崎, 2009）．そのためタイ
ムエイドがうまく現場で活用されずに放置される事例も少なくない．また，時間に関する行

動の問題が個人に応じて大きく異なることもガイドラインの作成を困難にしている．また，

タイムエイドはあくまで時間を知る手がかりであり，決まった形式はない．そのため，子ど

もの特性に応じてタイムエイドが果たす機能・役割は異なる．これらを整理することでタイ

ムエイドの活用が促進されると考えられるが，そのような研究は見あたらない．上記の問題

を踏まえ，本研究では実際のタイムエイド導入の失敗事例から，現場で工夫されている時間

告知の技法とともにタイムエイドの機能を整理し，タイムエイドを活用するためのマニュア

ルを作成することを目的とした．また，実際にタイムエイドを利用して自立的に自身の行動

を調整している事例の検討から，タイムエイドを自ら活用するためのエイド活用スキル向上

の支援についても検討することを目的とした． 
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方法  

	 実際にタイムエイドを活用する現場では，どのような問題があり，時間の告知にどのよう

な工夫がなされているのか，香川，山口，兵庫各県の特別支援学校および小学校計３校（4
クラス）において現場でのタイムエイド導入事例の観察調査を行い，さらに教員へのインタ

ビュー調査（７名）を実施した．次の点を重視し調査を行った．1）特別支援学校に於いて時
間の感覚をもつことが困難な子ども達に，どのような時間告知の工夫をしているのか，2）実
際にどのような特徴のある子どもにどのようなタイムエイドがどのように用いられているか，

3）実際のタイムエイド導入時にどのような試行錯誤をしたか，を調査した．またその後，上
記を踏まえ現場で適切にタイムエイドを導入するために必要な，4）市販されているタイムエ
イドの機能の特徴を整理した． 

 
結果および考察  
	 時間管理支援マニュアルの作成を考慮し，次の 3点の分析が重要であると考えられた．１）

タイムエイド利用者の時間感覚のアセスメント，２）利用者の特性とタイムエイド特性のマ

ッチング，３）実際導入時のよくある失敗事例とその対策． 

 
１）タイムエイド利用者の時間感覚のアセスメント 
	 時間管理能力について査定するためには，いくつかの「しかけ」が必要である．それら「し

かけ」をチャートとして図 1に示す．図 1はあくまで個人の時間の認識能力を確認する者で

あり，例えば図１のチャートからは「普段の行動では問題ないが好きなことになると時間を

守れない」や「刺激の少ない場所では問題ないが，刺激が多いと気が散って一定時間もじっ

としていることができない」といった通常の行動では問題ないが，特定の条件で時間に応じ

た行動の調整が困難になるといった環境との相互作用によって生じる状況は除外し，これに

ついては（３）で取り扱うことにした．また時間感覚についてのアセスメントを目的とした

ため，実際のタイムエイド活用現場でタイムエイドと共に用いられるコミュニケーション用

の絵カードの理解力等についても，その重要性は認識しつつも除外した． 
	 タイムエイドの利用に関して重要なことは，個人の現在の時間認識能力に適切なタイムエ

イド，あるいは時間告知の技法を選択することである．例えば教育の場面で時計が読めない

子どもに時間の経過を視覚的に表示する方法が有効であることはよく知られているが，実際

には視覚的に示してもそれが時間の経過を示すと理解できない者もいる．もちろん，このよ

うな人が時間を認識することが不可能ということではなく，時間を認識するためのエイドを

用いる前の準備段階として身につけるべき能力や習慣がある．そこで，個人の現在の時間認

識能力に適切なタイムエイド，あるいは時間告知の技法を簡潔に選択するためのチャートを

図 1に示した． 

	 図 1は 3つのパートから構成される．左上部のチャートは「はい／いいえ」形式で答える
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ことでタイムエイド利用者のレディネスを評価するものである．質問が進むにつれて，「時計

を読むための認知能力があるか」「時間という抽象概念を理解できるか」「社会的文脈の中で

生じる時間感覚を他者と共有できるか」「時間を量概念に置きかえれば認識できるか」「時間

経過に応じて自分の行動を調整できるか」「スケジュールの中で自分の行動を調整できるか」

といったように時間管理能力のレディネスが評価できる．右パートの枠内には，前述の質問

に対する回答を踏まえて，どのようにエイドの利用が適切かを示している．また右部の絵は

その枠内で示したレベルに相当する典型的なエイドを参考までに図示している． 

	  
 

 
 

図 1. 時間認識・管理能力アセスメントチャート 
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２）利用者の特性とタイムエイド特性のマッチング 

	 （1）を踏まえ，実際にタイムエイドを導入する際に重要なこととして，どのようなタイム
エイドを使えばいいのかという問題がある．タイムエイドを必要とする者の特性はさまざま

で，生活習慣によっても利用すべきエイドの種類は変わってくる．そこで，本研究では，実

際に市販されていて誰でも手に入れることのできるタイムエイドを収集し，その特徴を整理

することで，タイムエイドの利用を考慮する人にタイムエイドを選択する手がかりを提供す

ることを試みた． 

	 機能は9カテゴリ16機能の有無を調査した．これらはタイムエイドを利用するのに必要な，
時刻や時間経過の表示方法，時間の設定方法，操作時の堅牢性，時間経過の通知方法，など

であった．市販のタイムエイドについてこれら機能の有無を示したものが表 1 である．市販

のタイムエイドはキッチンタイマーのような一般製品から，タイムタイマーやタイムログと

いった障害支援専用品，アプリケーションベースで動作する Lotusや UZ といった製品であ
り，タイムエイドとして活用できそうな製品は一通り網羅されている． 

 

表１. タイムエイド機能一覧 

 

 
３）実際導入時のよくある失敗事例とその対策 
	 実際のタイムエイド導入については，利用者の特性の多様性と生活スタイルの多様性から，

個別ケースでの試行錯誤が必要になる．そのため，こういった手続きさえとればタイムエイ

ドが導入できるといった方法は存在しない．そのため，実際の導入に際して生じたトラブル

事例を元に，その対策を検討することがタイムエイドの導入のノウハウを共有するうえで重

要と考えられた．以上より，実際に教育場面でタイムエイドを導入している特別支援学校の

専用機
（固定型）

機能＼製品 アナログ
時計

デジタル
時計

キッチンタ
イマー

携帯電話
アラーム
機能

Cozyx24
ウォッチ

タイムタイ
マー

タイムロ
グ

クォーター
アワー
ウォッチ

タイムタイ
マーウォッ
チ

Lotus UZ タイムタイ
マー

RAINMAN あのねDS

時刻の表示 針 ○ × × × × × × × × × × × × ×

数字 × ○ × ○ ○ × × × ○ × × × ○ ○

時間（経過）の表示 連続 × × × × × ○ × × × ○ ○ ○ × ×

断続 × × ○数値 ○数値 ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○

設定最大時間

- - 99m程度 99m程度 24h固定 60 20-60m 2h △（表示は
60m）

60m 10h 60m 60m 60m

時間設定操作方法 直接 ○ × × × × ○ × × × ○ ○ × × ×

入力 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

設定時間間隔の制限 - - 無 無 無 無 有 有 無 無 無 無 無 無

設定変更の防止機能 × × × × × × ○ × × ○ ○ × × ×

堅牢性 × × × × × × ○ × × × × × × ×

設定時間到達時の
フィードバック

音 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

振動 - - △機種依
存

○ × × × × × ○ ○ ○ × ×

光 - - △機種依
存

△ × × × × × × × × × ×

設定時間到達時の
フィードバック時間

- - △機種依
存

△止める
まで

短 短 短 短 短 短 短 短 △BGM
設定可

短

スヌーズ機能 × × × ○ × × × × × × × ○ ○ ×

スケジューラー連携 × × × △ ○ △（オプ
ション品）

× △（手動） × × × × ○ △

専用機（携帯型）一般品 アプリケーション
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教員を対象に失敗事例を聞き取り，整理することを試みた．結果，タイムエイドの失敗事例

は「タイムエイドの導入時 VS 導入後の運用時」と「エイドあるいは環境の特性・状態と支
援者の判断のミスマッチ VS エイドあるいは利用者の特性・状態と支援者の判断のミスマッ
チ」の 2軸で分類整理することができた（図２）． 

 
 

図２. タイムエイド活用失敗事例 

 
	 図２より，実際のタイムエイド活用ではまずその導入時に利用者の特性とタイムエイドの

特性にミスマッチが生じて導入がうまくいかないことがわかる．このミスマッチの背景には，

支援者が利用者の障害特性や時間の認識能力を把握できていないことがある．また，支援者

がタイムエイドの特徴およびその使い方を間違えているためにミスマッチが生じることも示

された．前者のミスマッチについては前述の図１が，後者については表 1 がそれぞれ役立つ
と考えられる．続いて生じる失敗として，タイムエイドがある程度使えるようになった際に

その運用時に利用者の特性とタイムエイドの特性にミスマッチが生じて導入がうまくいかな

いことがわかる．このミスマッチの背景には利用者がタイムエイドの使いかたを理解したこ

とで，支援者がタイムエイドをどのような状況でも利用できると誤って認識しがちであると

いう事実がある．また，支援者が利用者を思い通りにコントロールしようとし過ぎて反発に

あい，うまくタイムエイドが使えなくなるということもあった． 
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時間管理マニュアルの作成と利用者自身による時間管理スキルの獲得に向けて 

 
	 以上の１）タイムエイド利用者の時間感覚のアセスメント，２）利用者の特性とタイムエ

イド特性のマッチング，３）実際導入時のよくある失敗事例とその対策について，整理しま

とめることで，支援者がタイムエイドを導入し，知的障害当事者がタイムエイドを使って時

間による行動の調整ができるようになると考えられる．ここで生じる次なる課題は，実際に

タイムエイドが利用できるようになった知的障害当事者自身がタイムエイドを使いこなして，

スケジュールや他者の行動に合わせて社会生活を送れるようにするための筋道を作ることに

ある．本研究では，知的障害があり，時間の感覚に苦手感をもつ知的障害当事者 A氏にイン
タビューを行った．A 氏は過去に時計を読むことができるもののスケジュールを把握し，自

ら予定を調整することに困難を抱えていた．支援者からの提案で職場にカレンダーを設置し，

スケジュールボードとして利用することで，自身の予定に見通しを持てるようになり，その

後自身の携帯電話のカレンダーにその予定を移すことで職場外でも自身の行動を調整できる

ようになった．このようにタイムエイドの利用スキルは当事者のニーズと経験に応じて変化

することがわかる．このことを踏まえ，今後は知的障害当事者自身による時間管理スキル向

上のための方法を調査整理し，まとめることが今後の課題である． 
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